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第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

Ａ　
田
老
地
域

第
６
章　
個
人
墓
地
と
海
嘯
碑

神
田
よ
り
子

は
じ
め
に

　
田
老
地
区
は
過
去
に
も
津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出
て
お
り
、『
東
日
本
大
震

災
宮
古
市
の
記
録
（
第
１
巻　
津
波
史
編
）』（
宮
古
市　
２
０
１
５
年
）
に
記
さ

れ
た
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
の
記
録
を
記
し
た
『
明
治
29
年
地
震
報
告
』
と
『
昭

和
８
年
３
月
３
日
三
陸
沖
強
震
及
び
津
波
報
告
』と
も
に
中
央
気
象
台
）に
よ
れ
ば
、

田
老
村
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
明
治
29
年
の
「
岩
手
県
管
内
海
嘯
被
害
表
」
に
よ
れ
ば
田
老
村
の
被
害
は
総
人

口
３
千
７
４
７
人
、
死
亡
２
千
６
５
５
人
、
負
傷
２
７
７
人
、
健
在
者
８
１
５
人
、

総
戸
数
６
６
６
戸
、
流
失
家
屋
１
３
０
戸
、
半
潰
家
屋
未
詳
、
存
在
家
屋
５
３
６

戸
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
８
年
の｢
岩
手
県
下
被
害
報
告｣

に
あ
る
被
害
は

総
人
口
４
千
９
８
３
人
、死
亡
５
８
４
人
、行
方
不
明
３
２
７
人
、負
傷
１
２
２
人
、

総
戸
数
８
３
５
戸
、
流
失
５
０
０
戸
と
あ
る
。

　
『
田
老
町
誌　
津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』（
田
老
町
教
育
委
員
会　
２
０
０
５

年
）
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
明
治
29
年
６
月
15
日
の
明
治
三
陸
大
津
波
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・５
、

最
大
波
高
15
㍍
、
罹
災
戸
数
は
３
６
５
戸
、
死
者
・
不
明
者
１
千
８
５
９
人
、
一

家
全
滅
は
１
３
０
戸
、
罹
災
生
存
者
は
３
３
６
人
、
漁
船
流
失
は
５
４
０
隻
と
な

る
。
昭
和
８
年
３
月
３
日
の
昭
和
三
陸
大
津
波
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・

５
、
最
大
波
高
10
㍍
、
罹
災
戸
数
は
５
０
５
戸
、
死
者
・
不
明
者
９
１
１
人
、
一

家
全
滅
は
66
戸
、罹
災
生
存
者
は
１
千
８
２
８
人
、漁
船
流
失
は
９
９
０
隻
と
な
る
。

　
そ
し
て
今
回
の
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
規
模
は
、『
田
老　
あ

の
日
、
あ
の
時　
２
０
１
１・３
・
11　
東
日
本
大
震
災
』（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上

が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老　
２
０
１
２
）
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
、
最

大
波
高
８・５
㍍
、
罹
災
戸
数
は
１
千
６
９
１
戸
、
死
者
・
不
明
者
１
８
１
人
、
漁

船
流
失
は
８
４
０
隻
と
な
る
。（
以
上
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
筆
者
）

　

中
央
気
象
台
と
『
田
老
町
津
波
誌
』（
出
典
の
明
記
は
な
い
）
の
記
録
で
は

被
害
の
数
の
違
い
が
目
に
付
く
が
、
明
治
29
年
の
三
陸
大
津
波
で
は
総
人
口

３
千
７
４
７
人
中
死
亡
は
２
千
６
５
５
人
、
昭
和
８
年
で
は
総
人
口
４
千
９
８
３

人
、
死
亡
５
８
４
人
、
行
方
不
明
３
２
７
人
に
上
り
（
以
上
中
央
気
象
台
）、
ま
た

一
家
全
滅
が
１
３
０
戸
（
明
治
29
年
）、66
戸
（
昭
和
８
年
）
と
い
う
数
に
な
る（『
田

老
町
津
波
誌
』）。
罹
災
戸
数
や
死
者
・
不
明
者
の
数
も
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
家
の

継
承
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　
そ
の
た
め
常
運
寺
に
は
個
別
の
墓
地
内
に
墓
石
や
墓
碑
と
は
別
に
家
の｢

海
嘯

碑｣

が
建
立
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
、
１
軒
の
家
か
ら
多
数
の
犠
牲
者
が

出
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
章
で
は
常
運
寺
で
の
海
嘯
物
故
者
の
慰
霊

供
養
の
様
子
と
個
人
墓

地
内
で
の｢

海
嘯
供
養

塔｣

を
手
が
か
り
に
、

本
報
告
書
に
掲
載
す

る
こ
と
に
同
意
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
話
も

加
え
な
が
ら
、
田
老
に

お
け
る
津
波
へ
の
対
処

の
仕
方
、
生
き
方
を
述

べ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た

い
。

１　
常
運
寺
と
慰
霊
の
行
事

　
多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
田
老
で
は
、
３
月
11
日
の
震
災
当
日
と
、
８
月

の
盆
の
期
間
に
は
、
供
養
の
た
め
に
親
族
や
知
人
の
皆
様
が
集
ま
り
、
墓
参
を
し

た
り
、
法
要
に
参
列
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
海
嘯
物
故
者
の
慰
霊
供
養
と
、
墓
参

の
様
子
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
２
０
１
２
年
８
月
11
日
、
常
運
寺
の
本
堂
前
に
は
「
奉
為
平
成
大
海
嘯
殉
職
者

諸
霊
々
」
と
書
か
れ
た
卒
塔
婆
が
立
つ
。
こ
の
日
の
18
時
に
本
堂
に
て
住
職
に
よ

写�真１「平成二十三年三月十一日海嘯
物故者諸々霊」の碑

各地域における東日本大震災
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４
月
28
日
に
は
四
十
九
日
の
法
要
を
こ
こ
で
や
っ
て
、
一
人
一
人
の
死
者
の
名
前

を
読
み
上
げ
た
が
、
読
ん
で
も
読
ん
で
も
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
せ
っ
か
く

来
た
の
だ
か
ら
、
本
堂
で
焼
香
を
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
が
、
大
勢
の
参
列
者
で

な
か
な
か
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
百
日
目
に
当
た
る
６
月
18
日
に
は
百
か
日

法
要
を
ア
リ
ー
ナ
で
や
っ
た
。

　
合
同
葬
は
無
理
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
葬
式
を
や
り
た
い
と
い
う
人
が

出
て
き
て
、
１
日
に
２
回
午
前
と
午
後
に
毎
日
葬
儀
を
行
い
、
１
０
０
件
以
上
や
っ

た
。

　
四
十
九
日
の
法
要
で
は
俗
名
を
読
み
あ
げ
た
が
、
行
方
不
明
の
人
の
名
前
を
死

者
と
し
て
呼
ぶ
の
は
お
か
し
い
の
で
、そ
の
家
に
行
き
、遺
族
の
人
に
確
認
を
取
り
、

名
前
を
呼
ん
で
良
い
か
聞
い
た
。
家
族
の
人
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
自
分
で
判

断
で
き
な
い
の
だ
。
合
同
葬
儀
の
時
も
背
中
を
押
し
て
、
ど
う
す
る
か
今
結
論
を

出
せ
と
迫
っ
た
。
他
の
寺
で
は
来
る
ま
で
待
つ
と
言
う
が
、
私
は
行
方
不
明
者
の

い
る
全
員
の
家
に
行
っ
て
確
認
を
取
っ
た
。
あ
る
家
で
は
祖
父
は
見
つ
か
っ
た
が
、

夫
が
見
つ
か
ら
な
い
。
高
３
の
女
子
、
高
２
の
男
子
、
中
２
の
男
子
の
３
人
の
子

供
が
い
て
、
中
学
生
の
男
子
が
「
お
父
さ
ん
は
生
き
て
い
る
」
と
言
い
張
っ
た
の

で
、
母
親
と
話
し
合
い
を
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は
「
お
父
さ
ん
の
葬
式
を
あ

げ
て
く
だ
さ
い
」と
言
い
に
来
た
。こ
の
母
は
診
療
所
の
看
護
師
長
を
や
っ
て
い
る
。

こ
の
人
は
夫
が
い
な
く
な
っ
て
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
。
娘
は
看
護
師
に
な
ら

な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
母
の
仕
事
を
見
て
い
て
、
看
護
師
に
な
る
と
言
い
だ
し

て
看
護
大
学
に
入
っ
た
。
彼
女
は
父
の
日
に
私
に
「
お
父
さ
ん
に
」
と
言
っ
て
マ

グ
カ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
彼
女
が
大
学
に

通
う
前
に
「
飯
で
も
食
う
か
」
と
誘
っ
た
。
そ
の
時
に
汚
い
財
布
を
出
し
た
の
で
、

コ
ー
チ
の
横
長
の
財
布
を
買
っ
て
や
っ
た
。
そ
し
た
ら
彼
女
の
母
が
「
お
ま
え
に

は
似
合
わ
な
い
、
私
が
使
う
」
と
言
っ
た
。
彼
女
の
同
級
生
の
Ｍ
は
柔
道
80
㌔
級

で
岩
手
県
２
位
に
な
っ
た
。
こ
の
子
は
君
津
の
新
日
鉄
に
就
職
が
決
ま
っ
た
の
で
、

彼
女
に
も
財
布
を
買
っ
て
あ
げ
た
が
、先
日
「
伊
勢
海
老
で
も
食
べ
て
元
気
に
な
っ

て
」
と
送
っ
て
く
れ
た
。
今
は
地
元
に
戻
り
、
宮
古
で
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
先
ほ
ど
墓
参
り
に
来
た
娘
さ
ん
は
母
と
姉
を
震
災
で
亡
く
し
た
。母
が
見
つ
か
っ

た
と
き
、
足
が
な
か
っ
た
が
、
後
ほ
ど
見
つ
か
り
、
五
体
満
足
で
お
骨
に
な
っ
た
。

る
読
経
が
あ
り
、
そ
の
後
で
副
住
職
は
「
本
日
参
列
の
善
男
善
女
に
向
か
っ
て
、

平
成
23
年
度
の
海
嘯
殉
職
者
に
向
か
っ
て
、
世
間
を
導
い
て
、
同
じ
く
覚
路
に
登

ら
ん
こ
と
を
、
乞
い
願
う
と
こ
ろ
は
家
門
繁
栄
、
子
孫
長
久
、
災
障
消
除
、
諸
縁

吉
祥
な
ら
ん
こ
と
を
」
と
回
向
文
を
読
み
上
げ
、
物
故
者
全
員
の
俗
名
と
戒
名
を

読
み
上
げ
る
。
そ
の
間
に
参
列
者
は
一
人
一
人
立
っ
て
焼
香
を
す
る
。
参
加
者
全

員
に
よ
る
焼
香
の
後
、「
お
の
お
の
海

嘯
物
故
者
の
菩
提
を
弔
い
、
涅
槃
の
地

に
い
て
、
あ
ま
ね
く
世
間
を
導
き
、
浄

土
の
峰
に
登
ら
ん
こ
と
を
…
」
等
を
述

べ
て
終
了
す
る
。

　

夜
に
な
る
と
18
時
45
分
か
ら
夢
明

か
り
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
開
会
式
に
は

３
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
の

後
、
19
時
に
田
老
か
ら
福
島
ま
で
12

か
所
で
一
斉
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
が
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
日
本
」

の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
花

火
大
会
は
19
時
30
分
に
フ
ィ
ナ
ー
レ

と
な
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　
常
運
寺
さ
ま
か
ら
２
０
１
２
年
８
月
13
日
に
話
を
伺
っ
た
。

檀
家
に
つ
い
て

　
田
老
地
区
の
ほ
と
ん
ど
の
住
民
と
、
小
堀
内
の
開
拓
地
の
人
々
す
べ
て
が
常
運

寺
の
檀
家
で
、
そ
れ
以
外
で
は
宮
古
の
真
言
宗
長
根
寺
が
50
軒
、
曹
洞
宗
の
善
勝

寺
が
30
軒
、
摂
待
地
区
の
ほ
と
ん
ど
と
小
堀
内
の
元
地
区
の
一
部
が
小
本
の
宗
得

寺
の
檀
家
に
な
る
。
約
８
０
０
戸
が
田
老
地
区
内
の
檀
家
で
、
２
０
０
戸
ほ
ど
が

田
老
地
区
以
外
の
県
内
や
県
外
で
、
先
日
は
取
手
や
川
口
に
葬
式
で
行
っ
て
き
た
。

津
波
と
葬
儀

　
３
月
11
日
の
津
波
が
来
て
か
ら
、
合
同
葬
で
の
葬
式
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

写真２　「夢灯り」のイベント　常運寺

個人墓地と海嘯碑
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イ
メ
ル
と
申
し
ま
す
。
数
十
年
前
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
ア
メ
リ
カ
で

ツ
ア
ー
会
社
を
立
ち
上
げ
、「
禅
を
聞
く
会
」
を
作
り
、
京
都
に
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
あ
る
寺
に
行
く
と
住
職
が
髪
を
七
三
に
分
け
て
い
て
、
こ
れ
は
禅
で
は
な
い

と
思
い
、
考
え
て
こ
こ
を
思
い
つ
い
き
ま
し
た
」
と
い
う
内
容
で
、
こ
う
し
て
彼

ら
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
ツ
ア
ー
客
の
中
に
ソ
ー
ラ
ー
発
電
会
社
の
社
長

が
い
て
、
震
災
後
に
何
か
や
り
た
い
と
言
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、５
基
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
寄
附
し
て
く
れ
て
、寺
に
１
基
、中
学
校
に
２
基
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
に
１
基
設
置
し
た
。
そ
れ
を
見
た
市
長
が
も
っ
と
ほ
し
い
と
い
う

の
で
、
ま
た
お
願
い
し
た
ら
15
基
届
い
た
の
で
、
漁
協
に
差
し
上
げ
て
、
各
浜
に

２
基
づ
つ
取
り
付
け
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。

　
母
校
の
奈
良
康
明
先
生
の
家
に
下
宿
し
て
い
た
舞
鶴
市
桂
林
寺
の
住
職
を
し
て

い
る
能
登
春
夫
と
い
う
同
級
生
が
い
る
。
震
災
後
し
ば
ら
く
し
て
訪
ね
て
来
て
支

援
を
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
あ
ち
こ
ち
の
寺
か
ら
も
支
援
が
届
い
た
。
す
べ
て
彼

が
同
級
生
た
ち
に
連
絡
を
し
て
手
配
し
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

２
０
１
２
年
８
月
14
日
朝
９
時

　
常
運
寺
の
墓
地
に
は
多
く
の
人
々
が
墓
参
に
訪
れ
て
い
る
。
自
分
の
家
の
墓
地
、

親
戚
の
家
の
墓
地
、
三
陸
大
海
嘯
碑
を
廻
っ
て
い
る
。

　
本
堂
内
で
は
本
尊
を
安
置
し
た
間
の
左
側
に
「
海
嘯
物
故
者
諸
々
霊
」「
三
界
萬

霊
」
な
ど
５
つ
の
霊
墓
碑
が
置
か
れ
た
盆
棚
が
作
ら
れ
、
５
人
の
女
性
が
そ
の
前

で
御
詠
歌
を
唱
え
て
い
る
。

　
本
堂
で
９
時
30
分
か
ら
行
わ
れ
る
施
餓
鬼
に
参
加
し
た
。
施
餓
鬼
会
が
始
ま
り
、

般
若
心
経
、
観
音
経
な
ど
の
経
が
唱
え
ら
れ
、「
各
家
々
の
先
祖
累
代
の
諸
精
霊
」

が
読
み
上
げ
ら
れ
、「
盂
蘭
盆
会
の
追
善
供
養
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
９
時
50
分

に
施
餓
鬼
終
了
後
、
再
度
御
詠
歌
の
詠
唱
が
あ
る
。

　
墓
地
で
は
多
く
の
人
々
の
墓
参
が
見
ら
れ
た
。
元
教
育
長
の
土
井
昌
市
氏
の
話

に
よ
る
と
、
昭
和
８
年
の
津
波
の
後
、
元
村
長
の
関
口
松
太
郎
氏
が
県
に
堤
防
を

造
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
断
ら
れ
た
。
そ
こ
で
村
民
に
声
を
か
け
て
自
分
た
ち
で

立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
や
っ
と
県
も
動
い
て
、
堤
防
が
で
き
た
。

　
小
林
学
さ
ん
（
昭
和
22
年
生
、
仮
設
住
ま
い
）
は
元
社
会
教
育
課
長
で
、
田
老

　
乙
部
の
Ｔ
・
Ｉ
さ
ん
は
ず
っ
と
行
方
不
明
だ
っ
た
が
、
２
週
間
ほ
ど
前
に
葬
式
を

出
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
き
た
。
下
着
で
も
買
っ
て
甕
の
中
に
入
れ
な
さ
い
と

言
っ
た
。
奥
さ
ん
は
何
も
入
っ
て
い
な
い
甕
に
手
を
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
の
１
週

間
後
に
警
察
か
ら
電
話
が
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
99
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率
で
Ｔ
さ

ん
だ
と
い
う
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
１
月
前
に
行
方
不
明
だ
っ
た
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん

が
大
船
渡
で
見
つ
か
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
本
人
と
確
認
さ
れ
、
納
骨
し
た
。

　
震
災
に
よ
っ
て
棚
経
は
当
分
で
き
な
い
。
石
屋
さ
ん
は
家
が
流
さ
れ
て
、
こ
こ

の
近
く
に
お
り
、
来
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
彼
の
家
だ
け
行
っ
て
私
の
所
に

は
来
な
い
と
言
わ
れ
る
の
で
行
け
な
い
。

　
僧
侶
は
経
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
親
し
く
つ
き
あ
う
の
が
仕
事
だ
と
思

う
。
坊
さ
ん
は
近
寄
り
が
た
い
と
言
わ
れ
た
く
な
い
。「
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
来
て
く

だ
さ
い
」、「
オ
イ
、
コ
ラ
」
の
仲
で
い
い
と
思
う
。
僧
衣
を
着
る
と
ち
ゃ
ん
と
接

し
て
く
れ
る
。

　
盆
の
13
日
に
は
栗
の
木
と
朴
の
木
で
施
餓
鬼
棚
を
作
る
。
昔
は
外
に
飾
っ
た
の

で
、
木
陰
を
作
る
が
、
今
は
家
の
中
に
飾
る
の
で
、
本
来
は
い
ら
な
い
。
夕
方
に

な
る
と
「
火
を
も
ら
い
に
来
た
」
と
い
う
人
が
や
っ
て
く
る
。

　
震
災
後
、
15
、
６
日
た
っ
て
か
ら
、
山
の
上
に
住
ん
で
い
た
人
が
灯
油
を
取
り

に
来
て
、自
分
の
家
で
風
呂
を
沸
か
し
た
の
で
ど
う
ぞ
と
い
わ
れ
、入
り
に
行
っ
た
。

あ
ま
り
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
の
で
、こ
れ
か
ら
「
さ
ん
」
付
け
で
と
呼
ぶ
と
い
っ
た
。

本
当
は
寒
か
っ
た
の
で
す
ぐ
に
湯
船
に
入
り
た
か
っ
た
が
、
３
回
体
を
洗
っ
て
か

ら
入
っ
た
。

　
復
興
ガ
ー
ル
ズ
と
い
う
神
奈
川
県
の
高
校
生
が
10
数
人
で
し
ば
ら
く
前
に
来
て

く
れ
た
。
18
日
に
は
20
数
人
で
来
る
と
い
う
。

国
際
的
な
常
運
寺

　
こ
こ
は
国
際
的
で
、
10
年
く
ら
い
前
か
ら
年
に
２
回
30
人
く
ら
い
の
ア
メ
リ
カ

人
が
来
る
。「
禅
を
聞
く
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
ア
メ
リ
カ
で
や
っ
て
い
る
京
都

在
住
の
Ｓ
・
バ
イ
メ
ル
と
い
う
人
が
連
れ
て
く
る
。
彼
は
20
歳
の
頃
ヒ
ッ
チ
ハ
イ

ク
で
こ
こ
に
来
て
、
泊
ま
る
所
が
な
い
と
い
う
の
で
、
私
の
父
が
泊
め
て
あ
げ
た
。

そ
の
後
20
年
ほ
ど
前
に
田
老
の
総
合
事
務
所
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
い
た
。「
私
は
Ｓ
・
バ

各地域における東日本大震災
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常
運
寺
の
墓
地
に
は
個
人
の
墓
地
の
敷
地
内
に
、
明
治
29
年
と
昭
和
８
年
に
津

波
で
被
災
し
た
方
々
の
慰
霊
の
た
め
に
個
人
で
建
立
し
た
海
嘯
碑
が
あ
る
。
こ
の

海
嘯
碑
と
家
に
ま
つ
わ
る
話
を
伺
っ
た
。
一
家
全
滅
あ
る
い
は
幼
子
だ
け
が
残
さ

れ
る
と
い
う
事
態
に
襲
わ
れ
た
後
、
そ
れ
で
も
家
の
継
承
を
願
っ
た
、
田
老
の
人
々

が
取
っ
た
行
動
の
一
端
を
こ
こ
に
記
し
て
み
た
い
。

　
⑴　
小
林
家

　
小
林
義
一
さ
ん
（
昭
和
９
年
生
、
田
老
小
林
沢
）
に
２
０
１
４
年
８
月
８
日
に

話
を
伺
っ
た
。

　
　
小
林
家
に
は
４
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
「
海
嘯
碑
」
が
あ
る
。

　
　
　
「
海
嘯
碑	

明
治
29
年
５
月
５
日　

　
　
　

	

籐
右
衛
門　
56
歳
（
夫
）

　
　
　

	

ト
シ　
　
　
12
歳
（
娘
）

　
　
　

	

伊
平　
　
　
20
歳
（
息
子
）

　
　
　

	

フ
ミ　
　
　
86
歳
（
姑
）」

明
治
29
年
の
津
波

　
小
林
家
の
屋
号
は
「
ハ
ナ
ヤ
」
で
私

は
10
代
目
に
な
る
。
９
代
目
が
ハ
ナ
ヤ

籐
右
衛
門
だ
。
８
代
目
小
林
籐
右
衛
門

の
嫁
セ
キ
（
昭
和
８
年
２
月
８
日
に
89

歳
で
没
）
は
、
明
治
29
年
の
津
波
（
当

時
44
歳
）
で
、
唯
一
生
き
残
っ
た
。
そ

れ
以
外
の
家
族
は
す
べ
て
流
さ
れ
た
。

そ
こ
で
唯
一
生
き
残
っ
た
セ
キ
は
、
自

分
の
末
前
の
生
家
か
ら
小
向
シ
マ
を
養

女
に
迎
え
、
シ
マ
は
石
垣
半
兵
衛
を
婿

と
し
て
迎
え
、
そ
の
子
が
籐
右
衛
門
を

襲
名
し
た
。

地
区
民
生
委
員
長
、
民
生
委
員
協
議
会
長
を
し
て
い
る
。
９
月
10
日
に
大
阪
で
大

震
災
の
体
験
発
表
を
行
う
予
定
で
、
ま
た
10
月
24
日
に
は
花
巻
の
保
護
司
の
会
で

も
発
表
の
予
定
が
あ
る
と
い
う
。

　
２
０
１
４
年
３
月
11
日
15
時
か
ら
常
運
寺
に
て
海
嘯
物
故
者
供
養
会
が
行
わ
れ

た
。

　
住
職
に
よ
る
読
経
の
後
、
参
加
者
全
員
が
焼
香
を
し
て
い
る
最
中
、
副
住
職
が

｢

お
の
お
の
の
海
嘯
物
故
者
の
菩
提
を
弔
い
、
頓
に
無
生
を
了
し
て
、
速
や
か
に
仏

果
を
證
せ
ん
こ
と
を
、
…
…｣
と
回
向
文
を
読
み
上
げ
、
物
故
者
全
員
の
俗
名
と

戒
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
。

２　
個
人
の
墓
地
に
あ
る
海
嘯
碑

写真４　小林義一さん「自宅前で息子さんと」

写真３　常運寺墓地の個人墓地にある「海嘯碑」

個人墓地と海嘯碑
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⑵　
田
畑
家

田
畑
マ
ン
さ
ん
、
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
、
東
キ
ヌ
さ
ん
の
話

　
田
畑
家
の
墓
地
に
は
「
海
嘯
死
者
之
碑　
明
治
29
年
旧
５
月
５
日
」
が
あ
り
、

こ
の
碑
に
は
こ
の
明
治
29
年
の
津
波
で
亡
く
な
っ
た
田
畑
家
の
方
々
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

　

｢

田
畑
家　
津
波
墓
碑

　
　
海
嘯
死
者
之
碑　
　
田
畑
末
子
松	

66

　
　
　
　
　
　

	

佐
惣	

42

　
　
　
　
　
　
　

	

留
之
助
妻
エ
ヘ	

33

　
　
　
　
　
　
　

	

長
男
粂
之
助	

12

　
　
　
　
　
　
　

	

次
男
佐
四
郎	

7

             	

長
女　
タ
カ	

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

妹　
　
ハ
ツ	

31

　
　
　
　
　
　
明
治
29
年
５
月
２
日

　
　
　
　
　
　
　
　
徹
芳
普
照
信
女　
サ
ワ	

59
歳　
　
」

　
２
０
１
３
年
８
月
８
日
に
田
畑
マ
ン
さ
ん
（
大
正
９
年
生
）
か
ら
伺
っ
た
話
と
、

２
０
１
５
年
３
月
10
日
に
末
の
妹
の
東
キ
ヌ
さ
ん
（
昭
和
５
年
生
）
か
ら
の
聞
き

書
き
を
補
完
と
し
て
加
え
た
。

明
治
29
年
の
津
波
と
留
之
助
の
こ
と

　
マ
ン
さ
ん
と
キ
ヌ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
作
が
と
れ
な
い
頃
、
最
後
の
男
と
し

て
生
ま
れ
た
の
が
祖
父
の
留
之
助
だ
っ
た
。
明
治
の
津
波
で
裏
玄
関
か
ら
逃
げ
よ

う
と
し
て
流
さ
れ
た
が
、
木
材
の
下
に
な
っ
た
が
生
き
伸
び
る
こ
と
が
で
き
た
。

青
野
滝
の
本
家
で
は
こ
の
と
き
の
津
波
で
皆
亡
く
な
っ
た
。
カ
カ
も
子
も
亡
く
し

た
。留
之
助
は
バ
ッ
チ（
末
っ
子
）で
分
家
に
出
て
い
た
が
、跡
継
ぎ
が
い
な
く
な
り
、

実
家
に
戻
っ
て
後
を
継
い
だ
。
留
之
助
夫
婦
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
。
摂
待
か
ら

嫁
に
も
ら
っ
た
マ
ツ
は
留
之
助
の
２
人
目
の
妻
で
、
子
供
が
で
き
ず
、
イ
セ
を
養

女
に
し
た
。
留
之
助
お
じ
い
さ
ん
は
私
（
マ
ン
さ
ん
）
が
小
さ
い
頃
、
金
貸
し
を

し
て
い
た
。
ま
た
馬
が
好
き
で
飼
っ
て
い
て
、
80
歳
く
ら
い
で
亡
く
な
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波　

　
昭
和
８
年
３
月
３
日
（
新
暦
、
旧
暦
で
は
２
月
８
日
）
に
再
び
津
波
に
襲
わ
れ

た
。
籐
右
衛
門
は
昭
和
７
年
に
田
代
か
ら
ヨ
シ
を
嫁
と
し
て
迎
え
、
翌
８
年
に
籍

を
入
れ
、
翌
昭
和
９
年
11
月
に
私
義
一
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
は
山
田
線
の
開
通
の

年
に
当
た
る
。
こ
の
津
波
で
は
、
シ
マ
、
ヨ
シ
、
子
供
た
ち
は
山
に
逃
げ
て
助
か

り
、
籐
右
衛
門
と
半
兵
衛
は
大
工
だ
っ
た
の
で
、
末
前
小
学
校
の
建
築
現
場
に
い

て
無
事
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
セ
キ
お
ば
あ
さ
ん
が
「
命
は
テ
ン
デ
ン
コ
だ
か
ら
逃

げ
ろ
、
オ
レ
の
こ
と
は
良
い
か
ら
逃
げ
ろ
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
ろ
、
探
し
に

来
る
な
」
と
皆
を
逃
が
し
て
、
本
人
は
津
波
で
流
さ
れ
た
。
ヨ
シ
さ
ん
た
ち
は
後

ろ
の
山
に
逃
げ
て
、
ガ
ー
ガ
ー
と
音
が
し
た
が
何
も
見
え
ず
、
ヨ
シ
は
大
姑
の
セ

キ
に
言
わ
れ
て
逆
ら
え
ず
、
た
だ
逃
げ
た
。
身
内
の
者
を
置
い
て
も
逃
げ
ろ
と
い

う
の
は
、
血
を
残
す
と
言
う
こ
と
だ
と
わ
か
っ
た
。
明
治
29
年
の
津
波
で
は
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を
助
け
に
行
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ

の
経
験
か
ら
出
た
言
葉
だ
と
思
う
。

　
三
鉄
の
前
に
あ
っ
た
石
切
場
か
ら
堤
防
の
石
を
切
り
取
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後

地
を
半
兵
衛
が
買
っ
て
宅
地
に
し
た
。

小
林
家
の
場
合

　
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
、
身
内
で
も
助
け
に
行
か
ず
に
自
分
が
生
き
延
び
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。「
命
は
テ
ン
デ
ン
コ
だ
か
ら
逃
げ
ろ
、

オ
レ
の
こ
と
は
良
い
か
ら
逃
げ
ろ
」「
地
震
が
あ
っ
た
ら
逃
げ
ろ
、探
し
に
来
る
な
」

と
皆
を
逃
が
し
て
、
本
人
は
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
小
林
さ
ん
の
ご

先
祖
の
お
ば
あ
さ
ん
の
話
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
前
の
明
治
29
年
の
津
波
で
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を
助
け
に
行
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
と
い

う
経
験
か
ら
出
た
言
葉
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
は
身
内
の
血
を
残
す
こ
と

だ
と
い
う
。
そ
れ
故
、
小
林
家
で
は
明
治
29
年
の
津
波
で
唯
一
生
き
残
っ
た
セ
キ

さ
ん
は
自
分
の
生
家
か
ら
シ
マ
さ
ん
を
養
女
に
迎
え
、
半
兵
衛
さ
ん
を
婿
に
し
て
、

そ
の
子
が
籐
右
衛
門
を
襲
名
し
た
。
し
か
し
昭
和
８
年
の
津
波
で
は
こ
の
セ
キ
さ

ん
も
シ
マ
さ
ん
も
流
さ
れ
た
。

各地域における東日本大震災
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平
成
23
年
の
津
波
の
時
は
役
場
の
近
く
に
家
が
あ
り
、
お
寺
に
逃
げ
た
。
息
子

は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
勤
め
て
い
た
。
孫
た
ち
３
人
は
公
民
館
に
行
く
と
言
っ

て
い
た
が
、
誰
か
の
車
に
乗
せ
ら
れ
て
逃
げ
た
。
今
回
の
地
震
は
初
め
て
の
大
き

な
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波
に
つ
い
て
（
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
の
話
）

　
田
畑
マ
ン
さ
ん
の
妹
の
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
（
大
正
14
年
生
）
の
話
が
『
田
老
町
誌　

津
波
編
（
田
老
町
津
波
誌
）』（
田
老
町
教
育
委
員
会　
２
０
０
４
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

｢

昭
和
８
年
の
津
波
の
時
、
家
族
は
８
人
で
あ
っ
た
。
祖
父
留
之
助
（
76
歳
）、

祖
母
マ
ツ
（
63
歳
）、
父
由
松
（
38
歳
）、
母
イ
セ
（
42
歳
）、
兄
佐
惣
（
18
歳
）、

姉
マ
ン
（
13
歳
）、
ヨ
シ
（
８
歳
）、
妹
キ
ヌ
（
３
歳
）。
家
は
大
八
屋
の
裏
の
当
た

り
に
あ
っ
た
。

　
第
１
回
の
地
震
が
落
ち
着
い
た
の
で
家
に
戻
っ
た
ら
、
佐
平
次
屋
の
伊
茂
野
長

蔵
さ
ん
が
来
て
い
て
、
祖
父
と
話
を
し
て
い
た
。
長
蔵
さ
ん
は｢

明
治
29
年
の
津

波
の
時
に
は
川
の
水
も
井
戸
の
水
も
ひ
け
だ
っ
た
ど
も
、
川
の
水
も
ひ
け
な
い
か

ら
津
波
は
こ
ね
え
べ
ー｣

と
い
っ
て
い
た
。
し
か
し
祖
母
マ
ツ
は
短
い
た
ん
靴
を

履
い
て
、
家
の
中
を
土
足
で
歩
き
な
が
ら
大
切
な
も
の
を
探
し
て｢

こ
れ
は
兄
が

持
て
、
こ
れ
は
誰
が
持
て｣

と
指
図
し
て
い
た
。
玄
関
に
は
み
ん
な
の
分
の
草
履

を
揃
え
た
。
父
は
非
常
時
に
備
え
て
、
松
の
根
を
割
っ
て
松
明
り
を
こ
し
ら
え
二

丸
ま
る
っ
て
（
結
わ
え
て
）
用
意
し
て
お
い
た
。
私
は
ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
る
と
、

祖
母
が｢

寒
が
っ
た
ら
、
こ
れ
を
着
ろ｣

と
大
人
の
袖
な
し
を
着
せ
て
く
れ
た
。

２
度
目
の
地
震
が
揺
っ
た
。
祖
父
は｢

２
度
揺
れ
す
れ
ば
津
波
が
来
る
も
ん
だ
」

と
言
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
間
も
な
く
沖
の
方
か
ら｢

ゴ
ー｣

と
音
が
し
た
。

　

｢
そ
ら
津
波
だ
。
逃
げ
ろ｣

と
い
う
声
と
と
も
に
飛
び
出
し
た
私
た
ち
は
赤
沼
山

へ
逃
げ
た
。
住
宅
の
裏
の
方
か
ら
母
み
た
い
な｢

助
け
て
ー｣

と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。
父
が
降
り
て
み
る
と
、
母
が
崖
っ
ぷ
ち
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。｢

お

前
、
そ
し
た
ら
津
波
に
さ
ら
わ
れ
っ
ぴ
ゃ
ー
。
早
く
上
が
っ
て
降
り
ろ｣

と
引
っ

張
っ
た
が
歩
け
な
い
。
暗
く
て
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
足
を
挟
ま
れ
大
け
が
を
し

て
歩
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
父
は
「
そ
ん
だ
ら
俺
さ
背
負
わ
さ
れ
」
と
言
っ
て
母

　
母
の
イ
セ
は
田
代
の
臼
杵
か
ら
養
女
に
来
て
、
樫
内
か
ら
来
た
与
志
松
と
一
緒

に
な
っ
た
。
イ
セ
の
実
家
と
は
親
戚
で
は
な
い
。
留
之
助
は
馬
が
好
き
で
、
預
け

て
い
た
田
代
の
中
沢
家
に
行
っ
た
ら
汚
い
女
の
子
が
い
た
の
で
、
も
ら
っ
て
き
て

洗
っ
た
ら
き
れ
い
な
子
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
子
が
イ
セ
で
こ
の
家
の
養
女
に
し

て
跡
取
り
と
な
っ
た
。
イ
セ
の
弟
が
利
三
で
、神
子
だ
っ
た
扇
田
シ
ノ
の
夫
に
な
っ

た
。
イ
セ
の
死
後
に
後
妻
に
来
た
の
が
サ
ト
で
、
こ
の
人
は
義
理
の
母
に
な
る
。

　
長
男
が
佐
惣
（
大
正
５
年
生
）
で
留
之
助
の
孫
に
当
た
る
。
イ
セ
と
与
志
松
の

長
男
で
、
何
年
も
た
っ
て
生
ま
れ
た
子
だ
っ
た
の
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た
が
、
病

弱
で
若
い
頃
に
肋
膜
に
な
り
、
入
院
の
た
め
仙
台
の
大
学
病
院
に
入
っ
た
が
、
20

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
碑
に
あ
る
佐
惣
は
養
子
で
、
樫
内
か
ら
来
た
人
の
息
子
だ
と

い
う
。
お
じ
い
さ
ん
は
津
波
で
流
れ
た
話
を
よ
く
し
て
い
た
。「
津
波
が
来
た
ら
赤

沼
山
に
松
を
持
っ
て
行
き
火
を
灯
せ
」
と
言
っ
て
い
た
。
自
分
の
こ
の
手
を
引
い

て
逃
げ
た
と
い
う
。

　
長
男
だ
っ
た
佐
惣
の
嫁
候
補
と
し
て
伊
茂
野
佐
平
次
の
家
か
ら
ソ
メ
と
い
う
女

の
子
を
連
れ
て
き
て
働
か
せ
て
い
た
。
こ
の
子
が
実
家
に
戻
っ
て
い
た
と
き
に
、

そ
の
家
の
人
た
ち
10
人
く
ら
い
と
一
緒
に
津
波
で
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
。
そ
の

た
め
ソ
メ
の
妹
の
ヨ
シ
を
佐
惣
の
嫁
と
し
て
連
れ
て
き
た
が
、
佐
惣
が
早
く
に
亡

く
な
っ
た
た
め
、
嫁
入
り
道
具
を
す
べ
て
調
え
て
嫁
に
出
し
た
。
こ
の
家
で
は
お

じ
い
さ
ん
と
息
子
だ
け
が
残
っ
た
。

昭
和
８
年
の
津
波

　
昭
和
８
年
の
津
波
の
際
に
、
父
が
「
沖
か
ら
音
が
す
る
ぞ
」
と
言
っ
た
の
で
、

津
波
と
わ
か
っ
た
。
佐
平
次
屋
の
お
じ
い
さ
ん
は
井
戸
の
水
を
見
た
所
、
水
が
引

い
て
い
な
い
の
で
大
丈
夫
だ
と
言
っ
た
。
こ
の
時
の
地
震
は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、

お
じ
い
さ
ん
が
皆
を
起
こ
し
て
、
赤
沼
山
に
逃
げ
て
た
き
火
を
し
た
。
こ
の
と
き

は
地
震
の
後
ま
た
家
に
帰
っ
て
寝
る
と
い
う
人
が
い
た
た
め
、被
害
が
大
き
く
な
っ

た
。
昭
和
８
年
の
津
波
の
８
年
前
に
は
火
事
に
遭
っ
た
。
家
を
建
て
て
８
年
で
家

も
流
さ
れ
た
。
学
校
も
焼
け
て
、
寺
で
勉
強
し
た
。

　
田
代
か
ら
嫁
に
来
た
母
は
昭
和
８
年
の
津
波
で
足
が
ぶ
ら
ぶ
ら
に
な
り
、
親
戚

が
戸
板
を
持
っ
て
助
け
て
く
れ
た
が
、
３
日
目
に
亡
く
な
っ
た
。

個人墓地と海嘯碑
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助
さ
ん
が
田
畑
家
で
跡
継
ぎ
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
実
家
に
戻
っ
て
後
を
継
い

だ
。
留
之
助
夫
婦
に
は
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
親
戚
で
は
な
い
田
代
の
中
沢
家

か
ら
イ
セ
さ
ん
を
養
女
に
迎
え
、
樫
内
か
ら
来
た
与
志
松
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
。

　
そ
の
長
男
の
佐
惣
さ
ん
の
嫁
候
補
だ
っ
た
伊
茂
野
佐
平
次
家
の
ソ
メ
さ
ん
は
実

家
に
戻
っ
て
い
た
と
き
に
、
そ
の
家
族
10
人
と
一
緒
に
津
波
で
亡
く
な
っ
た
。
そ

の
た
め
妹
の
ヨ
シ
さ
ん
を
佐
惣
さ
ん
の
嫁
候
補
と
し
て
連
れ
て
き
た
が
、
佐
惣
さ

ん
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
嫁
入
り
道
具
を
調
え
て
田
畑
家
か
ら
嫁
に
出
し

た
。
伊
茂
野
家
で
は
お
じ
い
さ
ん
と
息
子
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
。
こ
の
津
波
は

昭
和
８
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
ソ
メ
さ
ん
の
名
前
は
な
い
が
、

ソ
メ
さ
ん
の
生
家
の
伊
茂
野
佐
平
次
家
の
墓
誌
に
は
昭
和
８
年
の
海
嘯
で
亡
く

な
っ
た
６
名
の
名
前
が
あ
る
。
田
畑
マ
ン
さ
ん
の
語
り
の
中
で
、「
佐
平
次
屋
の
伊

茂
野
長
蔵
さ
ん
が
来
て
い
て
、
祖
父
と
話
を
し
て
い
た
」
と
い
う
長
蔵
さ
ん
の
名

前
が
伊
茂
野
家
の
墓
誌
に
記
さ
れ
た
６
名
の
中
に
あ
り
、
彼
も
助
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
佐
平
次
屋
で
は
明
治
29
年
の
墓
誌
に
も
海
嘯
で
亡
く
な
っ
た
５

人
の
名
前
が
あ
る
。

　
⑶　
木
村
家

木
村
金
雄
さ
ん
の
話

　
２
０
１
４
年
８
月
10
日
に
木
村
金
雄
さ
ん
（
昭
和
25
年
生
、
田
老
仮
設
）
か
ら

話
を
伺
っ
た
。

　
昭
和
８
年
の
木
村
家
の
海
嘯
碑
が
常
運
寺
の
墓
地
に
あ
る
。
曾
祖
父
寅
次
郎
、

祖
父
金
太
郎
、
祖
母
の
は
な
と
２
人
の
子
が
亡
く
な
り
、
残
っ
た
の
は
私
の
父
東

一
と
妹
で
叔
母
の
チ
ヨ
の
み
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「　
　
　
　
　
　
　
　

	

右
側
面　
木
村
寅
次
郎　
70
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

す
ぎ　
65
歳

　
　
　
　
　
　
　
正
面　
海
嘯
死
者
之
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

左
側
面　
　
　
金
太
郎　
38
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

は
な　
36
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

栄
次
郎　
７
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恭
章　
４
歳
」

を
背
負
い
立
と
う
と
し
た
ら
、
腰
を
痛
め
て
自
分
も
歩
け
な
く
な
っ
た
。「
こ
う
し

て
い
る
と
津
波
に
さ
ら
わ
れ
っ
か
ら
、な
ど
か
し
て
（
何
と
か
し
て
）
這
っ
て
歩
け
」

と
言
っ
て
、
２
人
で
必
死
に
な
っ
て
這
っ
て
大
赤
沼
当
た
り
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

見
る
と
母
の
足
が
皮
だ
け
で
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
た
の
で
、
応
急
手
当
を
し
た
。

下
の
方
か
ら
「
ガ
ー
ワ
ラ
ワ
ラ
ワ
ラ｣

と
大
き
な
音
（
津
波
で
家
が
壊
れ
、
ぶ
つ

か
り
合
う
音
か
）
が
聞
こ
え
ん
の
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
そ
こ
ら
（
荒
谷
）

に
火
事
が
起
き
た
。｢

た
す
け
て
ー
た
っ
っ
っ
す
け
て
ー｣

と
い
う
声
が
か
す
か
に

聞
こ
え
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が｢

こ
こ
に
も
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
逃
げ
っ

ぴ
ゃ｣

と
言
っ
た
の
で
、
ま
た
山
の
上
へ
と
逃
げ
た
。
赤
沼
山
か
ら
お
寺
の
う
し

ろ
山
の
ウ
ス
ギ
山
ま
で
逃
げ
た
。

　
母
は
い
っ
た
ん
避
難
し
た
が
、
津
波
で
避
難
す
る
と
食
べ
る
も
の
が
な
い
と
思

い
、
ま
た
家
に
引
き
返
し
作
っ
て
あ
っ
た
餅
を
籠
に
詰
め
背
負
っ
て
逃
げ
た
。
し

か
し
崖
っ
ぷ
ち
で
上
が
れ
ず
笹
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
ら
飛
ん
で
き
た
ト
タ
ン
屋

根
が
足
に
乗
っ
か
り
、
深
く
切
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
に
波
が
来
て
さ
ら
に
足
に

食
い
込
ん
だ
ら
し
い
。
そ
の
後
宮
古
の
病
院
に
行
っ
た
母
は
、
手
当
の
甲
斐
も
な

く
３
日
後
に
亡
く
な
っ
た
。

　
津
波
の
後
始
末
は
、
兄
佐
惣
１
人
の
肩
に
の
し
か
か
っ
た
。
重
労
働
の
た
め
に

す
っ
か
り
身
体
を
壊
し
、
最
後
は
肺
結
核
で
昭
和
12
年
に
亡
く
な
っ
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
の
話
で
は
、
明
治
29
年
の
津
波
の
時
、
家
で
法
事
が
あ
り
親
戚
の

人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
津
波
が
来
て
皆
流
さ
れ
、
お
じ
い
さ
ん

１
人
が
助
か
っ
た
。
５
月
５
日
の
端
午
の
節
句
に
ご
法
事
は
お
か
し
い
と
調
べ
て

み
た
ら
、
５
月
２
日
に
お
じ
い
さ
ん
の
姉
の
サ
ワ
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。

　
昔
は
一
番
先
に
生
ま
れ
た
人
が
家
を
継
い
だ
。
祖
父
留
之
助
の
家
は
、
長
女
に

婿
を
取
り
家
の
跡
を
と
っ
て
い
た
が
、
明
治
29
年
の
津
波
で
皆
流
れ
、
絶
家
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
分
家
し
て
い
た
ば
っ
ち
（
末
の
子
）
の
留
之
助
が
実
家
に
戻
っ
て
後

を
継
い
だ
。」

田
畑
家
の
場
合

　
田
畑
家
で
は
「
海
嘯
死
者
之
碑　
明
治
29
年
旧
５
月
５
日
」
の
碑
に
は
津
波
で

亡
く
な
っ
た
７
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
分
家
に
出
て
い
た
留
之

各地域における東日本大震災
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仁
太
郎
の
子
供
は
シ
ュ
ン
イ
チ
（
84
歳
）、晋
（
故
人
）、ヒ
ロ
シ
（
昭
和
16
年
生
）、

イ
サ
オ（
昭
和
20
年
生
）の
男
４
人
と
、娘
の
フ
サ
コ（
昭
和
24
年
生
）の
５
人
だ
っ

た
。

　
父
の
東
一
は
半
農
半
漁
で
、
沖
漁
に
も
行
っ
た
。
兵
隊
に
行
き
、
鉄
砲
に
当
た
っ

て
あ
ご
に
貫
通
し
、
中
国
で
白
い
服
を
着
て
入
院
し
た
写
真
が
あ
っ
た
。
中
国
で

終
戦
を
迎
え
た
の
だ
と
思
う
。戻
っ
て
か
ら
は
沖
漁
を
や
り
、そ
の
後
磯
漁
を
や
り
、

土
地
が
あ
っ
た
の
で
百
姓
も
し
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
父
と
仁
太
郎
の
意
見
が
合
わ
な
く
な
り
、
分
か
れ
た
。
家
は
別
々
に

離
れ
て
い
た
が
、
５
、６
軒
先
で
旅
館
を
や
っ
て
い
た
。
分
か
れ
た
後
も
ご
飯
を
食

べ
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
。
裏
の
細
い
道
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
父

も
仲
直
り
を
し
て
、ま
た
一
緒
に
な
っ
た
。
母
が
嫁
に
来
た
頃
は
ま
だ
旅
館
を
や
っ

て
い
て
、
一
緒
に
や
っ
て
い
た
。
仲
直
り
を
し
て
か
ら
、
母
の
妹
の
キ
ョ
ウ
コ
が

横
坂
の
長
男
に
嫁
い
で
き
た
。
母
の
実
家
は
岩
泉
の
中
村
だ
が
、
昭
和
８
年
の
津

波
で
家
族
は
い
な
く
な
っ
た
。

　
私
は
「
横
坂
さ
ん
」
と
か
「
木
村
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
面
倒
く
さ
い
の
で
い
つ

も
「
は
い
」
と
答
え
て
い
た
。
昭
和
８
年
の
海
嘯
碑
は
自
分
の
親
と
家
族
の
た
め
、

仁
太
郎
が
建
て
た
。
当
時
は
蓮
華
紋
が
珍
し
か
っ
た
。

　
横
坂
家
の
墓
に
は
仁
太
郎
と
ト
ク
と
叔
父
の
亀
吉
が
入
っ
て
い
る
。
横
坂
家
の

墓
は
常
運
寺
に
大
き
い
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。

　
母
の
サ
ヨ
、
横
坂
の
母
の
コ
ウ
コ
も
震
災
の
数
年
前
に
亡
く
な
り
、
津
波
で
流

さ
れ
ず
に
済
ん
だ
。
コ
ウ
コ
さ
ん
は
５
、６
年
寝
た
き
り
だ
っ
た
。
津
波
で
は
犬
も

助
か
っ
た
。
慰
霊
碑
の
右
側
に
犬
の
位
牌
塔
も
作
っ
た
。
震
災
後
ペ
ッ
ト
の
墓
も

寺
で
作
っ
た
が
、
私
は
自
分
の
墓
地
内
に
作
っ
た
。

　
震
災
の
翌
年
の
平
成
24
年
に
３
か
所
あ
っ
た
墓
を
１
か
所
に
集
め
た
。
こ
の
度

の
津
波
で
は
被
災
者
は
出
な
か
っ
た
が
、
大
変
な
の
で
ま
と
め
た
。
寺
や
役
所
に

書
類
を
出
し
て
、
面
倒
だ
っ
た
。
こ
の
津
波
で
皆
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
。
横
坂

家
の
娘
は
夫
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
行
き
や
す
く
な
っ
た
の
か
水
戸
に
行
き
、
墓

を
守
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
。
横
坂
の
兄
弟
は
都
会
に
い
る
。
そ
の
た
め
、
横
坂

家
と
木
村
家
の
墓
は
私
の
家
で
守
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
掃
除
は
私
が
や
っ

て
い
る
。家
の
墓
地
に
は
墓
が
20
基
く
ら
い
あ
る
。被
災
前
は
中
町
に
住
ん
で
い
て
、

　
当
時
、
長
男
だ
っ
た
金
太
郎
の
弟
の
仁
太
郎
が
鍬
ヶ
崎
で
教
員
を
し
て
お
り
、

そ
こ
で
下
宿
を
し
て
い
た
旅
館
の
娘
の
横
坂
ト
ク
と
結
婚
し
た
。
木
村
家
の
跡
継

ぎ
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
仁
太
郎
は
鍬
ヶ
崎
の
旅
館
を
や
め
て
、
田
老
に
戻
っ

て
旅
館
を
始
め
た
。横
坂
旅
館
と
言
い
、中
町
の
田
中
カ
リ
ン
ト
店
の
そ
ば
だ
っ
た
。

仁
太
郎
は
田
老
に
戻
っ
て
か
ら
も
教
員
を
し
て
お
り
、
私
の
父
と
そ
の
妹
を
育
て

た
。

　
横
坂
家
は
か
つ
て
廻
船
問
屋
を
や
っ
て
い
て
、
そ
の
先
祖
は
東
京
か
ら
来
た
と

い
う
。
北
前
船
の
運
営
を
や
っ
て
い
た
が
、
時
化
で
船
が
沈
没
し
て
か
ら
経
営
が

傾
い
て
、
鍬
ヶ
崎
に
移
っ
て
き
た
。
横
坂
ト
ク
（
コ
ウ
コ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
）

の
母
が
ま
だ
生
き
て
い
て
、
こ
の
人
は
ウ
メ
と
い
い
、
田
老
の
ハ
ツ
ネ
さ
ん
と
常

運
寺
の
念
仏
仲
間
だ
っ
た
。
仁
太
郎
は
常
運
寺
の
先
代
の
住
職
と
仲
が
良
か
っ
た
。

コ
ウ
コ
お
ば
あ
さ
ん
は
東
京
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
形
の
よ
う
な
服
を
着
て
、
そ
の
兄

の
亀
吉
が
ス
ー
ツ
を
着
て
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
写
真
が
あ
っ
た
。
た
い
そ
う
羽
振
り

が
良
か
っ
た
と
い
う
。
コ
ウ
コ
の
妹
の
チ
ヨ
は
宮
古
に
嫁
に
行
っ
た
。
そ
の
夫
は

銀
行
員
で
、
盛
岡
に
転
勤
に
な
り
、
今
は
盛
岡
に
い
る
。
ウ
メ
さ
ん
は
て
き
ぱ
き

し
て
い
て
、
都
会
人
の
よ
う
な
し
ゃ
べ
り
方
だ
っ
た
。

　
私
は
幼
稚
園
か
小
学
校
１
年
の
頃
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ
て
い
た
。
中
学
校
の

体
育
館
で
姉
と
仁
太
郎
の
娘
が
踊
り
、
私
が
歌
を
歌
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
小
さ
い

頃
は
自
分
が
横
坂
な
の
か
、
木
村
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
仁
太
郎
の
妻

だ
っ
た
横
坂
ト
ク
が
自
分
の
母
の
よ
う
で
、
母
が
２
人
い
た
感
じ
で
、
ど
ち
ら
が

母
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
仁
太
郎
は
教
師
を
辞
め
て
か
ら
漁
協
に
勤
め
て
い
た
が
、

私
が
小
学
校
１
年
の
時
に
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
。

　
私
に
は
曾
祖
父
に
当
た
る
寅
治
郎
の
位
牌
は
仁
太
郎
が
作
ら
せ
た
も
の
だ
っ
た
。

彼
の
顔
は
今
も
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
祖
父
の
金
太
郎
と
祖
母
ハ
ナ

の
写
真
は
な
い
し
、
顔
も
思
い
出
せ
な
い
。
38
歳
と
33
歳
の
祖
父
と
祖
母
と
い
う

の
は
想
像
で
き
な
い
。
仁
太
郎
の
写
真
も
位
牌
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
息
子
が
水

戸
に
行
っ
て
お
り
、写
真
が
残
っ
て
い
た
。中
学
校
の
入
学
式
か
卒
業
式
の
も
の
で
、

私
の
父
の
東
一
と
仁
太
郎
が
一
緒
に
写
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
抜
き
出
し
て
位

牌
の
代
わ
り
と
し
た
。
コ
ウ
コ
さ
ん
が
私
の
母
の
サ
ヨ
に
話
し
て
い
た
の
を
ど
こ

か
で
聞
い
て
い
た
。

個人墓地と海嘯碑
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は
勧
め
て
い
る
。

　
漁
協
で
は
横
坂
晋
が
中
間
ク
ラ
ス
で
、
山
本
徳
太
郎
が
組
合
長
だ
っ
た
頃
、
仁

太
郎
は
組
合
長
の
外
部
の
仕
事
を
代
わ
り
に
や
っ
て
い
て
、
い
つ
も
宮
古
に
行
っ

て
い
た
の
で
、
た
ま
に
私
も
付
い
て
い
っ
た
。
蒸
気
機
関
車
に
も
乗
っ
た
。
娘
と

私
が
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
。
書
類
作
り
は
仁
太
郎
が
や
っ
て
い
た
。
私
が
漁
協
に

入
っ
た
頃
は
徳
太
郎
さ
ん
が
ま
だ
健
在
だ
っ
た
。
20
年
後
の
昭
和
40
年
頃
に
鮭
が

豊
漁
で
、
ボ
ー
ナ
ス
が
20
万
円
く
ら
い
に
な
っ
た
。
組
合
員
で
な
く
と
も
各
家
に

鮭
が
10
本
く
ら
い
配
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
捕
り
す
ぎ
で
、
鮭
が
鰯
の
よ
う
な
値
段

に
な
っ
た
。
放
流
し
た
魚
が
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
は
ま
だ
不
漁
だ
。

水
温
の
関
係
も
あ
る
。
魚
市
場
に
い
た
頃
は
、
20
年
前
か
ら
南
の
方
の
魚
が
た
ま

に
入
っ
て
く
る
の
で
、
入
札
の
た
め
に
図
鑑
で
調
べ
て
黒
板
に
書
い
た
。
ト
ビ
ウ

オ
や
60
㌢
く
ら
い
の
刀
魚
、
色
の
き
れ
い
な
魚
が
あ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
鮭
が
不

良
に
な
っ
た
。
鰯
は
周
期
が
あ
り
、
５
年
く
ら
い
で
捕
れ
た
り
捕
れ
な
か
っ
た
り

す
る
。
鮭
も
そ
れ
が
あ
る
が
、
昔
に
比
べ
る
と
捕
れ
な
い
。
川
の
近
く
に
入
ら
ず
、

沖
を
廻
遊
し
て
冷
た
い
海
に
戻
る
。
定
置
網
に
入
ら
な
い
。
水
温
が
高
い
と
岡
に

近
づ
か
な
い
。
川
の
そ
ば
に
寄
っ
て
く
る
魚
を
定
置
網
で
捕
る
。
田
野
畑
、
真
崎
、

姉
ヶ
崎
、
大
船
渡
で
は
ど
こ
も
良
い
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
ど
こ
か
が
良
い
と
ど

こ
か
が
悪
い
。
水
温
の
関
係
が
あ
る
。

木
村
家
の
場
合

　
た
っ
た
２
人
残
っ
た
幼
子
の
東
一
さ
ん
と
そ
の
妹
の
チ
ヨ
さ
ん
を
育
て
、
実
家

で
あ
る
木
村
家
の
跡
を
護
る
た
め
、
亡
く
な
っ
た
長
男
金
太
郎
さ
ん
の
弟
の
横
坂

仁
太
郎
さ
ん
は
鍬
ヶ
崎
の
旅
館
を
や
め
、
横
坂
家
の
一
族
を
引
き
連
れ
て
、
教
員

を
続
け
な
が
ら
田
老
で
横
坂
旅
館
を
始
め
た
。
こ
こ
で
は
横
坂
の
名
前
を
残
し
な

が
ら
、
実
家
で
あ
る
木
村
家
の
子
供
を
育
て
る
と
い
う
道
を
選
ん
だ
。
だ
か
ら
話

者
で
あ
る
金
雄
さ
ん
は｢

木
村
さ
ん｣

と
か
「
横
坂
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
ど
ち
ら

に
も
「
は
い
」
と
答
え
て
い
た
と
い
う
。
仁
太
郎
さ
ん
は
自
分
の
親
と
家
族
の
た

め
に
昭
和
の
海
嘯
碑
を
木
村
家
の
墓
地
内
に
建
立
し
た
。

　
し
か
し
こ
の
度
の
津
波
で
は
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
、
結
局
墓
を
護
る
役
目

は
金
雄
さ
ん
が
引
き
受
け
る
よ
う
だ
。

私
で
７
代
目
に
な
る
。

　
私
は
ず
っ
と
田
老
に
い
る
。
震
災
ま
で
田
老
漁
協
に
勤
め
て
い
て
、
41
、
２
年

間
い
た
。
仁
太
郎
が
教
師
を
辞
め
て
か
ら
漁
協
に
入
り
、
そ
の
次
男
の
晋
も
漁
協

に
い
た
の
で
、
私
も
入
っ
た
。
晋
さ
ん
は
宮
古
の
全
漁
連
に
い
た
が
、
仁
太
郎
さ

ん
に
引
っ
張
ら
れ
て
田
老
漁
協
に
来
た
。
私
も
漁
協
に
入
っ
た
が
、
お
じ
い
さ
ん

を
何
と
呼
ん
で
良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
晋
さ
ん
を
「
ス
ス
マ
ウ
ン
チ
ャ
ン
コ
」

と
呼
ん
で
い
た
の
で
、黙
っ
て
い
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
。
仁
太
郎
さ
ん
を
「
と
ー

さ
ん
」、そ
の
奥
さ
ん
を
「
か
ー
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
た
。
父
と
母
は
「
ト
ー
や
ん
」

「
カ
ー
や
ん
」
と
分
け
て
呼
ん
で
い
た
。
仁
太
郎
は
私
が
小
学
校
１
年
の
頃
に
亡
く

な
っ
た
。

　
漁
協
で
は
「
二
十
日
講
」
を
や
っ
て
い
て
、
畠
山
功
さ
ん
が
大
棒
を
や
っ
て
い

た
頃
、
仁
太
郎
は
あ
ん
こ
餅
が
大
好
き
で
、
引
っ
張
ら
れ
て
よ
く
行
っ
た
。
真
崎

海
岸
の
近
く
の
小
港
に
定
置
網
が
あ
り
、
そ
ば
に
は
番
屋
が
あ
り
、
漁
師
の
節
句

に
は
偉
い
人
が
呼
ば
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
に
は
私
が
子
供
の
頃
は
番
屋
だ

け
だ
っ
た
が
、そ
の
後
真
崎
ロ
ッ
ジ
、ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
宿
泊
施
設
が
で
き
た
。

鮭
も
当
時
は
50
～
60
疋
捕
れ
る
と
大
漁
だ
っ
た
。
鮭
は
か
つ
て
神
様
に
供
え
る
よ

う
な
貴
重
な
魚
だ
っ
た
。
節
句
に
は
大
き
く
切
り
、
竹
串
に
刺
し
て
い
ろ
り
で
焼

い
て
、神
様
に
供
え
て
か
ら
自
分
た
ち
で
食
べ
た
。「
二
十
日
講
」
は
年
に
１
回
で
、

今
も
11
月
か
12
月
頃
に
や
っ
て
い
る
。
昔
は
関
係
者
が
番
屋
に
呼
ば
れ
、
酒
を
届

け
て
朝
ま
で
飲
ん
で
い
た
が
、今
は
そ
ん
な
に
な
ら
な
い
。
前
は
当
直
当
番
が
あ
っ

た
の
で
、
ず
っ
と
飲
め
た
。
川
留
め
を
し
て
い
た
の
で
、
鮭
だ
け
で
は
な
く
、
道

具
な
ど
貴
重
な
も
の
も
多
く
保
管
し
て
あ
っ
た
の
で
、
盗
ま
れ
る
と
大
変
だ
っ
た
。

　
震
災
の
時
は
漁
協
の
嘱
託
を
し
て
い
た
。
宮
古
病
院
に
入
院
中
だ
っ
た
の
で
、

７
階
に
い
て
、
３
本
沖
か
ら
太
平
洋
に
白
い
波
が
来
る
の
が
見
え
た
。
宮
古
湾
か

ら
出
て
い
っ
た
宮
古
丸
が
見
え
た
。
こ
の
船
は
無
事
だ
っ
た
が
、
他
の
船
は
だ
め

だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
父
は
私
が
小
さ
い
頃
は
地
震
が
あ
る
と
船
で
沖
に
出
た
。
今
は
保
険
が
あ
る
の

で
出
な
い
が
、
沖
に
出
れ
ば
船
は
助
か
る
。
漁
師
の
先
輩
の
佐
々
木
徳
松
さ
ん
が

小
さ
い
船
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
も
１
千
８
０
０
～
２
千
万
円
は
す
る
。
今
田

老
に
あ
る
船
は
２
千
万
円
以
上
す
る
。
保
険
は
掛
け
金
が
高
い
が
、
田
老
漁
協
で

各地域における東日本大震災
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ま
と
め
に
か
え
て
―
家
の
継
承
と
津
波
―

　
前
出
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
29
年
の
三
陸
大
津
波
で
は
総
人
口
３
千
７
４
７

人
中
死
亡
は
２
千
６
５
５
人
、
昭
和
８
年
で
は
総
人
口
４
千
９
８
３
人
、
死
亡

５
８
４
人
、
行
方
不
明
３
２
７
人
に
上
る
（
中
央
気
象
台
）。
ま
た
一
家
全
滅
が

１
３
０
戸
（
明
治
29
年
）、66
戸
（
昭
和
８
年
）
と
い
う
数
で
あ
る
（
田
老
津
波
誌
）。

罹
災
戸
数
や
死
者
・
不
明
者
の
数
の
多
さ
だ
け
で
は
な
く
、
家
の
継
承
さ
え
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　
常
運
寺
に
は
個
人
の
墓
地
内
に
家
の｢

海
嘯
碑｣

が
建
立
さ
れ
、
一
軒
の
家
か

ら
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

田
老
に
お
け
る
津
波
へ
の
対
処
の
仕
方
、
生
き
方
を
見
つ
め
て
み
る
と
、
先
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
護
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
家
が
途
絶
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
家
を
つ
な
げ
て
ゆ
く
た
め
に
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、
家
の
継

承
を
図
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　
し
か
し
、｢

イ
エ｣

と
か｢

家
族｣

の
形
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
の
時
代
に
、

そ
し
て
今
後
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
爪
痕
に
対
し
て
、
地
域
の
方
々
は

ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
共
に
家
族
の
あ

り
方
、
先
祖
を
祀
る
と
い
う
行
為
も
変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
行
方
も

含
め
て
、
し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
ゆ
き
た
い
。
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